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が必要であると結論 した｡貯化に関 しては,機能を有するHCH-1を産生 しないと考えられる
hch-1(rh134)変異株から調整したhatchingfluidには,卵殻をinvitroで分解する醇化酵素の活性が欠如
していることを示し,またhch-1と同等の機能を持つHCH-1A-FLAGが過剰に発現していると思われ
る株から調整したhatchingauidでは,その卵殻消化活性が野生株のhatching且uidよりも高いことを明
らかにした｡この結果からHCH-1は,卵殻を消化する貯化酵素であるか,または活性のある醇化酵素の
産生に機能する制限因子であると予想した｡
以上のように,申請者の研究は,モデル生物 ･線虫C.elegansの分子生物的研究として高い水準を有し
ており,優れた研究であると評価できる｡ 従って,提出された論文は,博士論文としてふさわしい内容を
持っていると判断された｡
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